



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































閉鎖的処遇 ① 福岡地裁昭55・11・22 肯定 三時995号　判タ433号判例24判例（13）A58〔ト591
② 広島高判平成4・3・26 否定 判タ794号 判例21判例（23）
③ 東京地裁平7・2・17 肯定 判時1535号 判例24a判例（24）C314－317
④ 福岡地裁小倉支部平11・11・2肯定 判タ1069号 なし なし
⑤ 横浜地裁平12・1・27 肯定 判タ1087号 なし なし
開放的処遇の病室 ⑥ 福岡地裁小倉支部昭49・10・22肯定 判時780号　判タ320号判例13判例（4） A556・一558
⑦ 福岡高裁昭54・3・27 否定 判タ388号 判例14判例（5） D367－369
⑧ 福岡地裁昭57・1・26 否定 判タ465号 判例17判例（14）B271－275
（無断外出＊＊＊） ⑨ 大阪地裁昭50・6・17 否定 判時803号 判例15判例（6） A568－570
⑩ 名古屋地裁昭58・12・16否定 判時11，6号判タ526号判例26判例（16）
⑪ 東京地裁平3・10・29 否定 判タ789号 判例20判例（22）
付き添いのある外出 ⑫ 福岡地裁昭51・11・25 否定 判時859号 判例23判例（9） A571－573
⑬ 大阪高裁昭57・10・27 肯定 判タ486号 判例22判例（15）B264－270，c372－374
許可のある単独外出 ⑭ 東京地裁昭53・2・7 否定 判タ366号 判例16判例（10）
⑮ 東京地裁昭62・11・30 否定 判時1267号 判例18判例（20）D369－372
⑯ 東京地裁平2・2・27 否定 判時1369号判タ737号判例19判例（21）
⑰ 東京地裁平8・5・17 否定 判タ942号 なし なし C319－323
通院または転院 ⑱ 東京地裁昭55・10・13 否定 判タ443号 判例29判例（12）
⑲ 大阪地裁昭61・3・12 否定 判タ599号 判例30判例（18）
⑳ 東京高裁平13・7・19 肯定 判時1777号判タ1107号なし なし
（＊）辻，中江はそれぞれ前掲書中の判例番号を記載した。
（＊＊）アルファベットは以下の文献を表す。続く数字は半数を表す。
A；高木武「第5章精神科」穴田秀男他『医療事故一その動向と判例解説一』キョーワ出版，1983年。
B；響庭忠男，前掲書（本文で紹介した箇所は省略した）。⑬については第一審判決（大阪地裁堺支部昭・56・1・28）の紹
　介である。
C＝深谷賢『判例に学ぶ　看護事故の法的責任』日本看護協会出版会，2001年。
D＝松岡浩「精神科医療事故と法制度」松下正明他編『臨床精神医学講座　第22巻精神医学と法』中山書店，1999年。
（＊＊＊）開放的処遇の病室から自殺事故当日無断外出したものをさす。
